
平 成 ２０ 年 ８ 月 記 者 懇 談 会 

 

日時 平成２０年８月２６日（火） 

                                午後１時 

                             場所  政策会議室 

 

１ 市長あいさつ 

 

 

 

２ 市政記者クラブからの質問事項                  （幹事社 中日） 

  今回はありません 

 

 

 

３ 市からの発表事項 

（１）９月定例会提出議案について                    （総務課） 

 

（２）新城市夜間診療所の開所式について             （へき地医療支援室） 

 

（３）平成 20 年度市民環境講座開講のお知らせについて           （環境課） 

 

（４）スリープラボの立ち上げについて                （病院総務課） 

 

（５）禁煙外来の開設について                    （病院総務課） 

 

 

 

４ 行事予定表 



(新城市)

提出日 20 年    3   月   26  日

担当課t室・グループ名 へき地医療支援曇

担当者職・氏名 室長 夏目芳嗣

連絡先(電話)

連絡先(FAX)

連絡先(Eメール)

0536          23-7602

0536          23-7650

c h 耐聞―i r v o @ d t v  s h  f l s t t r O J 貿ゎ

平成19年度市が行つた総合計画住民アンケニド調査で、定住対策としては「病院や診療施設を充実」
との意見が8割近くありました。又市の将来像について聞いたところ、最も多かったのは「子どもからお年
寄りまで健康で暮らせる保健、医療、福社のまち」でありました。
新城市消防本部の平成17年と平成19年の救急車搬送実績を比較すると、東三河北部医療圏(新城市
・北設楽郡の町村)内への搬送が半減しているのに対し、東三河南部医療圏(豊川市、豊橋市を中心とす
る市町)への搬送が4倍となり、東三河北部医療国内で受け止めること力〔できない状況となっています。
現在、新城市民病院は改革の途中ですが、2次救急医療機関として盤続していくためには、今まで以上
に休日診療所と在宅当番医制で1次救急医療を保持していく必要があります。
しかし、山問部を抱える広い市域をカバーするためには、新城医師会による在宅当番医制に加えて、場
場所定まった夜間診療所を開設して、1次救急医療

作
制の充実を図るものです。

1夜 問診療所の概要            ャ

(1)名  称 新城市夜間診凍所       )

(2)開 設者 新城市長 穂積亮次

(3)管 理者 熊谷 勝(くま力`い医院長)

(41 開設場所 新城市民病院東側(位置図をご覧ください。)
(5)診 療科目 内科、小児科

(6)診 猿開始日 平成20年10月3日(金)

(7)従 事者 嘱託医師1人、臨時看護師1人、事務員Ⅲ人

(8)登 録医師数 16名

(0)診 療日 月 曜日、火曜日、金曜日及び土曜日

(10)体 診日 本曜日、木曜日、日曜日、国民の祝日及び12月29日から1月3日まで
(11)診 凍時間 午後3時00分から午後H時 00分まで

(12)受 付時間 午後7時30分から午後10時30分まで

(13)在 宅輸番制 継続する。

新城市夜間診療所の開所式について



2開 所式

(1)日 時 平成20年10月1日 (水)午後2時から

(2)場 所 市民病院3階議義室

(3)主 催者 市長

(41来 費 愛 知県 県 新城保健所長

市議会  正 副議長、福祉病院委員会正副委員長・委員

豊橋市民病院長、豊川市民病院長

市役所  豊 橋市福祉保健部長、豊川市健康福祉部長

医師会関係  県 医師会長、豊橋市医師会長、豊川宝飯医師会長、新城医師会正副会長
新城歯科医師会長、新城薬剤師会長、休日診療所管理者

支援医師  新 城市夜問診療所支援医師

市行政区 正 副区長会長

報道機関

(5)次 第
'市長あいさつ
=議 長あいさつ
・事業経過報告
・来費祝辞(県新城保健所長、愛知県医師会長、豊橋市医師会長、豊川宝飯医師会長、新城医師会長)
,夜問診療所見学(自由)



新城市民病院

新城市民病院
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。まず電話で症状を連絡してから来院ください。  .
・夜間の応急的な処置を行いますが、レントグン検査、血液検査、点滴等は行い

ません。
・急な発熱など比較的症状が軽い方の応急的な診療を行います。
'お薬も原則として1日分とし応急的で限定された処方となります。
・外傷患者は受診できません。
・担当医師の判断により他医へ紹介することもあります。
・症状によつては、夜間診療所では式忘できないこともあります。
・定期的な診療及び投業については、「かかりつけの医療機関Jでお願いします。
・症状が長う|いている方などで救急性はないと思われる方は、昼関に「かかりつけ

の医療機関」を受診してください。
・健康保険証は必ず御持参ください。保険証のない場合は自費診療となります。_

・従来の在宅当番医制は継続します。
・医師の都合により、診療時間の変更又は休診する場合があります。

J



新城市救急医療体制フロ…チャート

患救 急 者

第
１
次
毅
急
医
寝

休  日
9:30-16:30

9:00,▼12:00

休日・平日 19:00-23:00

競形外科 ・皮
膚科 ・眼科 9:30-16:30

東三河聞部医
寝日との連路

・■川市民痛院
・畳程医療七ンター
・戚口記怠窮院
・■情ハートセンタ
・お合青山力廃
・光生会精院
・その伯

第2次 殺急医療施設
(病院群特番制)
1 市2 町 1 村

殺命救急センター

(豊橋市民病院)



5



6



報道機関発表資料

件名 1平 成20年 度 市民環境講座開講のお知らせ

略 鵬雪F啓整耗視季資些キ離冒錯霊欝夕
に認識し‐ヽただくため、今年も昨判到き

1開 催日等

第 1回 目  平 成20年10月11日 (土)

高度1万市からのメッセージ ～ 現役機長が語る温暖化の真実 ～

講師 :小林宏之氏 (」AL機 長)

「地球の美 しさと急激に温暖化が進んでいる事実を一人でも多くの人に知っ
ていただき、地球環境への関心をもっていただきたい」

本市吉川出身の小林宏之氏は、日本航空が運航した全ての国際路線を飛行した最初で最後の機
長です。機長が高度1万メートルから見た世界各地の自然の様子について語ります。

「最近頻発する気象異常、これも地球温暖イビ問題と関連しているのだろうか」

北極図の自熊の絶減の危嗅から始まり、身近に起きる従来とは異なった気象災害の多発、
食料自給率の低下と輸入食品に隠れた仮想水、はるばる運ばれる輸入食品のエネルギー指
標のフードマイレージ、そして食料品価格の暴艦、これらの地球温暖化との関連について
やさしくお話しします。

開催場所 :新城文化会館 小 ホール

開催時間 :14時00分から16時00分まで

第 2回 目   平 成20年12月13日 1土)

地球温暖化 ～頻発する気象異常や身の回りの出来事との関連～

講師:埋田基一氏(NPO環境文明21 NGO循環社会推進国民会議幹事)

開催場所 :新城市商工会館 大 研修室 (3階 )

開催時間 :13時30分から15時30分まで

2問 い合わせ

岳景ち青冒果  0536 23-7677  kankyouCcity shinshiro lg ip

3そ の他

■講座は全2回 (無料)で 、個別受講も可能です。

■来場者数によっては会場定員の関係で入場をお断りする場合がございます。

4参 考

昨年度は 「NPO環境市民代表理事 す ぎ本育生氏」を招き、3回 の講座を開催して

います。

提出日 20年    8 月     26 日

担当課`室・グループ名 環 境  課

担当者職=氏名 環境課長 清水照治

連絡先(電話) 0536           23-7629

連絡先(FAX) 0536           23-3388

連絡先(Eメール) kankyou④oity shinshiroJgjP



報道機関発表資料

提出日 20 年 8 月 26 日

担当課・室・グループ名

担当者職・氏名

連絡先（電話）

連絡先（ＦＡＸ）

連絡先（Ｅメール）

件名

内容

（新城市）

スリープラボを立ち上げます

０５３６

０５３６

23-7852

22-2850

新城市民病院　経営管理部　総務課

総務課長 請井　浩二

byouin@city.shinshiro.lg.jp

　スリープラボとは、睡眠時無呼吸症候群の精密検査をする検査部門のことであ
り、東三河地区では豊橋メイツクリニックと渥美病院の２施設あります。
　当院が立ち上げることで東三河地区の公立病院初（また、奥三河地区の医療機
関初）のスリープラボ施設誕生となります。

　睡眠時無呼吸症候群とは、睡眠中に何回も呼吸が止まり、大きないびきを繰り
返し、ぐっすりと眠ることができない病気です。「大きないびき」「起床時の頭痛」
「夜間の呼吸停止」「日中に強い眠気がさす」などの症状が特徴です。日本国内
の潜在患者は人口の２％（奥三河地区の人口で試算すると約１２４０人の潜在患
者がいると推測される）といわれ、治療せずに放置すると高血圧や心臓循環障
害、脳循環障害などに陥るといわれています。また、日中の強い眠気は、仕事に
支障をきたすことはもちろん居眠り事故の発生率を高めるなど社会生活に重大な
悪影響を引き起こします。
　
　検査方法は、小さな検査装置を自宅に持ち帰って酸素濃度を測定するものと、
１泊入院（夜入院し翌朝退院）で脳波、心電図、呼吸、胸部・腹部の動き、酸素濃
度、いびきなどを記録するものがあります。

　なお、スリープラボは９月中旬稼動予定で、睡眠時無呼吸症候群の診療は呼吸
器を専門とする桐岡内科部長医師の外来（毎週金曜日午後）で行います。



報道機関発表資料

提出日 20 年 8 月     26 日

担当課・室・グループ名

担当者職・氏名

連絡先（電話）

連絡先（ＦＡＸ）

連絡先（Ｅメール）

件名

内容

請井　浩二

byouin@city.shinshiro.lg.jp

９月から内科の専門外来のひとつとして禁煙外来を始めます。

　診療は予約制で、呼吸器を専門とする桐岡内科部長医師が担当し、毎週金曜
日の１３時３０分から診察を行います。予約受付は平日の１４時から１６時までに
お願いします。
　保険診療としての禁煙プログラムは３ヶ月間で、初回診察に加えて２週間後、４
週間後、８週間後、１２週間後の計４回の再診で構成されます。
　
　診療内容は次のとおりです。
　まず、ニコチン依存症のスクリーニングテストや喫煙習慣についての問診票を記
載していただきます。
　次に診察では問診内容の確認をして禁煙の障害や環境について相談し、検査
（呼気中の一酸化炭素濃度測定など）を行い、治療方法、薬剤、禁煙開始日を決
定し、「禁煙誓約書」へサインしていただきます。
　２回目以降の診察では検査および禁煙に伴い出現した離脱症状の確認や対処
法などのカウンセリング治療を行います。
　禁煙外来は本人以外の御家族（禁煙を支援していただく方）とご一緒に受診して
いただくとより効果的です。

　禁煙に挑戦してもすぐに挫折してしまう、禁煙できるとは思わないというような方
は一度禁煙外来を受診されてみてはいかがでしょうか。

（新城市）

禁煙外来を開設します

０５３６

０５３６

23-7852

22-2850

新城市民病院　経営管理部　総務課

総務課長




